
日

人

伝

―

日

弁

の

俗

姓

論
―

随

序神
四
郎
長
子
説

日
弁
と
日
忍
と
の
関
係

高
橋
入
道
及
び
日
頂
と
の
関
係

洛
陽
生
誕
説

真
実
と
仮
説

一
、
序

日
弁
は
越
後
房
、
中
老
越
後
阿
闇
梨
と
も
い
わ
れ
、
昔
よ
り
駿
河
国
が
生
国
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
幼
い
頃
天
台
宗
の
沙
門
と
な
り
、

学
成
り
て
富
士
郡
滝
泉
寺
の
住
房
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
滝
泉
寺
申
状
や
峰
の
古
文
書
等
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
弁

聖

人

伝

六 五 四 三 二 一

順
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日

弁

聖

人

伝

聖
祖
身
延
入
山
の
直
後
、
日
興
に
従

っ
て
改
衣
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
後
建
治
年
間
身
延
山
中
に
聖
祖
を
訪
い
直
弟
と
な
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

聖
祖
在
世
中
に
お
け
る
門
下
最
大
の
法
難
は
、
熱
原
法
難
事
件
で
、
同
法
難
で
主
動
的
役
割
を
演
じ
、
法
難
以
後

一
時
下
総
に
退
避
し

た
が
、
ま
も
な
く
駿
河
の
生
国
に
帰
り
こ
の
地
を
根
拠
地
と
し
て
、
聖
祖
に
給
仕
し
な
が
ら
布
教
活
動
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
聖
祖

よ
り
門
下

へ
の
御
書
、
日
弁
の
供
養
品
等
の
こ
と
で
想
像
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

聖
祖
滅
後
守
塔
輪
番
の
班
に
列
し
た
が
、
地
理
的
好
条
件
も
あ
り
、
ま
た
日
弁
外
護
の
信
者
も
相
当
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
祖
廟

奉
仕
は
確
実
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

聖
人
滅
後
の
門
下
の
動
向
に
対
し
て
は
、　
一
つ
の
見
識
を
有
し
亦
日
昭
に
次
い
で
の
年
配
者
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
具
体
的
な
行
動

に
で
ず
只
管
祖
廟

へ
奉
仕
し
な
が
ら
、
布
教
弘
通
に
従
事
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
誠
実
な
行
動
と
洞
察
力
に
よ

っ
て
日
興

身
延
離
山
の
際
も
こ
れ
に
同
ぜ
ず
、
日
持
が
海
外
布
教
出
立
の
前
後
、
同
じ
よ
う
に
折
伏
弘
通
の
途
に
上
り
、
応
長
元
年
謗
徒
の
毒
手
に

痘
れ
た
、
時
に
七
十
三
才
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

古
来
各
門
流
の
先
賢
に
よ

っ
て
、
日
弁
の
事
績
は
種
々
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
史
料
は
乏
し
く
な
い
。
然
し
信
憑
に
価
す
る

も
の
が
比
較
的
に
少
な
い
、
最
も
交
通
不
便
な
時
代
の
こ
と
で
も
あ
り
実
像
が
見
失
わ
れ
、
虚
像
が
画
き
出
さ
れ
た
の
も
止
む
を
得
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
虚
像
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
り
、
否
寧
ろ
虚
像
の
中
に
実
像
の
片
鱗
を
窺
い
知
る
こ
と
も
で
き
よ
う
、
こ
こ
に
問
題

の
所
在
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
立
場
か
ら
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
る
日
弁
の
所
説
を
照
会
し
な
が
ら
、
日
弁
に
関
す
る
諸
伝
記
を
世
に
問
い
感
情
や
偏
見
に
よ

っ

て
歪
曲
さ
れ
た
日
弁
伝
を
取
捨
し
、
修
正
し
、
合
わ
せ
て
日
弁
の
業
績
を
明
確
に
し
よ
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
浅
学
非

才
の
凡
僧
の
な
せ
る
わ
ざ
、
諸
賢
聖
の
教
示
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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日
弁

聖

人

伝

日
吉
師
が
同
じ
門
末
の
上
行
寺
古
文
書
に
一
言
も
ふ
れ
ず
、
別
頭
統
紀
等
を
踏
襲
し
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
、
上
行
寺
文
書

が
史
実
と
し
て
信
憑
性
に
欠
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
統
紀
に
よ
れ
ば
、
小
田
原
千
代
の
蓮
華
寺
は
中
老
下
野
日
忍
の
創
す
る
こ
と
を
述

⑥

べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
蓮
華
寺
は
中
老
下
野
日
忍
の
創
立
で
は
な
く
、
日
弁
の
弟
子
日
忍
の
創
立
で
あ
る
こ
と
は
、
三
項
の
日
弁
と
日
忍

と
の
関
係
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
当
家
諸
門
流
継
図
に
よ
れ
ば
、
熱
原
法
難
事
件
前
、
法
華
読
誦
を
行
智
に
よ

っ
て
停
止
さ
れ
た
日
弁
は
所
縁
を
憑
ん
で
四
年
間
寺

中
に
か
く
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
な
ら
ず
関
を
下

っ
て
大
友
と
い
う
所
に
至
り
天
台
宗
蓮
華
院
を
教
化
し
て
弟
子
と
な
し
、
日
鏡
の
名
を

与
え
蓮
華
院
を
蓮
華
寺
と
改
め
後
大
友
の
地
を
捨
て
て
千
代
に
移
し
た
の
で
あ
る
と
い
的
、
日
弁
の
布
教
活
動
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

が
、
恐
ら
く
日
弁
の
弟
子
日
忍
の
伝
道
教
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

尚
蓮
華
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
文
永
十

一
年
の
創
立
で
開
基
日
弁
、　
一
世
日
鏡
、
三
世
日
忍
と
な

っ
て
い
る
が
、
文
永
十

一
年
の
聖
祖
身

延
入
山
の
年
で
、
日
弁
の
改
衣
推
定
頃
の
年
代
で
も
あ
り
、
文
永
十

一
年
の
創
立
は
信
用
で
き
な
い
。

扱
て
鷲
栖
筆
頭
寺
院
上
行
寺
文
書
は
日
弁
の
生
誕
地
を
誤
る
ば
か
り
で
な
く
、
弟
子
日
忍
の
弘
教
活
動
と
混
同
じ
創
作
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
推
量
で
き
る
。
即
ち
日
弁
が
滝
泉
寺
の
貫
主
で
幽
弁
上
人
と
号
し
て
い
た
と
い
う
文
面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
後
世

更
に
附
加
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
、
日
吉
師
が
こ
の
史
料
を
除
外
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
然
し
ど
の
よ
う
な
記
録
や
伝
承
に
し
ろ
、
次
の
世

代
に
亦
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
伝
承
の
中
に
盛
ら
れ
た
種
々
相
に
、
新
た
な
仮
説
が
生
ず
る
可
能
性
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
行
寺
文
書
の
中
納
言
重
教
が
日
弁
の
父
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
な
が
ち
否
定
さ
れ
な
い
、
全
く
根
拠
の
な
い

こ
と
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
日
弁
が
神
四
郎
の
子
で
あ
る
と
す
る
前
掲
の
事
柄
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
み

よ
う
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
神
四
郎
は
日
弁
の
弟
子
で
あ

っ
て
父
で
は
な
い
と
断
定
し
た
い
、

こ
の
方
が
ま
だ
妥
当
性
が
あ
る
。
即
ち
熱
原
法
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難
二
十
年
後
、
往
時
を
回
想
し
た
日
興
の
本
尊
分
与
帳
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
富
士
下
方
熱
原
郷
住
人
神
四
郎
兄

一
、
富
士
下
方
同
　
郷
住
人
弥
五
郎
弟

一
、
富
士
下
方
熱
原
郷
住
人
弥
次
郎

此

〓
一人

者
越
後
房
下
野
房

弟
子
廿
人

内
也
弘
安
元
年
奉
二信

始
一処
依
二
合
兄
弥
藤
次
入
道

訴
“被
レ
召
二
上

鎌
倉
“

右
に
よ
れ
ば
神
四
郎
は
日
弁
の
弟
子
で
あ
り
、
五
人
兄
弟
説
に
よ
り
、
弥
藤
次
、
神
四
郎
、
弥
五
郎
の
二
人
兄
弟
で
、
弥
次
郎
は
関
係

が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
神
四
郎
は
日
弁
の
弟
子
あ
り
、
父
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
然
し
熱
原
法
難
は
弘
安
二
年

に
起

っ
て
い
る
の
で
日
弁
は
四
十

一
才
、
日
弁
の
父
と
す
れ
ば
神
四
郎
は
六
十
才
前
後
の
老
令
と
な
る
。
現
今
の
六
十
才
は
壮
年
の
よ
う

で
あ
る
が
、
昔
の
六
十
才
は
相
当
に
ふ
け
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
行
智

一
派
の
手
に
よ

っ
て
作
毛
を
苅
取
ろ
う
と
し
た

時
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
乱
闘
事
件
と
な
り
、
平
頼
綱
の
子
資
宗
の
念
仏
強
要
に
も
動
ぜ
ず
、
唱
題
を
貫
き
通
し
た
神
四
郎
が
、
六

十
才
を
越
え
た
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

然
も
神
四
郎
は

「弘
安
元
年
奉
二信

始
こ

と
あ
る
か
ら
入
信

一
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
争
い
の
張
本
人
と
し
て
訴
え
ら
れ

て

い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
点
か
ら
神
四
郎
は
日
弁
の
弟
子
で
、
父
で
は
な
い
と
断
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

三
、
日
弁
と
日
忍
と
の
関
係

中
老
下
野
阿
閣
梨
日
忍
は
熱
原
神
四
郎
の
子
で
、
日
弁
の
俗
弟
説
を
唱
え
て
い
る
の
は
、
日
弁
を
神
四
郎
の
子
と
す
る
文
献
で
あ
る
の

で
信
頼
で
き
な
い
。

統
紀
等
の
説
に
よ
れ
ば
、
相
州
相
橋
長
福
寺
の
開
山
下
野
阿
閣
梨
日
忍
は
、
俗
兄
日
弁
の
譲
り
を
う
け
て
峰
の
妙
興
寺
二
世
と
な
り
、

日

弁

聖

人

伝
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目

弁
一聖

人

伝

応
長
元
年
四
月
十
日
示
寂
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
日
弁
の
弟
子
妙
興
寺
二
世
日
忍
の
千
田
の
庄
へ
の
居
住
は
ヽ
前
説
の
日
忍
滅
後
二
十

年
の
暦
応
三
年

（
一
三
四
〇
）
頃
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
年
代
作
者
共
に
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
以
前
の
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
当
家
諸
門
流
継
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
　
‐

・　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
　
‐
●
　
一　
　
　
」

‐ヽ一　

　

´

轟

碑
孫

胡
一
搾

昇

喋

剤
】
審
凛
封
に
開
に
時
帥
樹
」
範

が

認

は
鋳
卿

婢

ぽ

雌
鮭

嘲

夢

⑨

一
　

也
暦
応
三
、
四
年
頃
下
総
に
居
住
し
た
日
忍
は
、
関
東
東
海
地
方
に
遊
化
弘
通
し
多
く
の
寺
院
を
創
立
し
言
恩
師
珀
弁
を
開
祖
と
し
、
自

ら
は
二
世
又
は
三
世
と
な
り
、
永
和
五
年

（
一
三
七
九
）
六
月
九
日
示
寂
し
て
い
る
。
永
和
五
年
寂
の
所
伝
は
峰
の
古
文
書
及
び
墓
碑
と

諸
門
流
継
図
で
あ
る
。
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
．　
　
　
¨
¨
（

一　
統
紀
に
よ
れ
ば
中
老
日
忍
の
根
拠
地
は
相
州
相
橋
の
長
福
寺
で
、
今
は
厚
木
市
愛
甲
の
地
名
に
な

っ
て
い
一る
。
長
福
寺
慮
関
東
大
震
災

の
時
埋
没
し
、
以
後
無
住
寺
に
等
し
い
状
態
が
続
け
ら
れ
、
日
忍
の
墓
所
は
丘
の
斜
面
下
に
あ

っ
て
、
わ
び
ｔ
く
応
長
元
年
四
月
十
日
遷

化
の
墓
碑
が
こ
じ
ん
ま
り
と
建
立
さ
れ
て
い
る
。

日
弁
開
山
、
日
忍
二
世
と
す
る
小
田
原
市
内
の
本
光
寺
、
蓮
華
寺
ヽ
妙
覚
寺
、
雨
坪
の
弘
行
寺
等
は
中
山
門
流
で
ｒ
愛
甲
長
福
寺
而

´
己

が
身
延
末
で
あ
る
。
従

っ
て
長
福
寺
日
忍
と
峰
の
日
忍
と
は
別
人
で
な
け
一れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
■

―ヽ
　
〓
　

・
●
１１

次
に
俗
弟
問
題
に
つ
い
て
も
統
紀

・
政
異
よ
り
、
継
図
の
方
が
信
憑
度
が
高
い
、
次
に
そ
の
文
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

日
弁
の
俗
姓
之
事
…
…
駿
河
が
御
生
国
と
見
た
り
…
…
去
て
日
忍
は
日
弁
の
直
弟
也
…
…
雨
坪
に
て
御
誕
生
と
古
老
申
伝
へ
た
り
、
実

ハ
　

　

　

　

　

　

⑩

不
実

不
レ
被
レ
知
之
。

下
総
国
峰
妙
興
寺
継

‐図
之
事
　
　
応
長
元
年
辛
亥
六
月
二
十
六
日
逝
去
な
れ
ば
、
蓮
祖
の
弘
安
五
年
壬
午
よ
り
二
十
年
目
の
遷
化
也
、
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去
て
日
忍
は
人
三
百
代
後
円
融
院
の
永
和
五
年
巳
未
六
月
九
日
の
遷
化
な
れ
ば
、
大
聖
人
よ
り
は
九
十
八
年
後
れ
玉
へ
り
、
此
時

不
レ

ニ
ハ
　

　

⑪

奉
レ
値
二
蓮
祖
一
日
忍
也
。

右
の
よ
う
に
日
弁
の
生
国
は
駿
河
の
国
で
あ
ろ
う
、
日
弁
の
弟
子
相
忍
の
生
国
は
一
南
足
柄
町
雨
坪
と
古
老
か
ら
き
い
て
い
る
が
い
…実

不
実
は
知
ら
な
い
と
述
べ
頗
る
客
観
性
の
度
合
い
が
強
い
。

次
に
聖
祖
入
滅
後
九
十
八
年
も
長
寿
し
た
中
老
の
直
弟
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
又
日
弁
は
七
十
三
才
の
高
令
で
殉
教
死
し
た
が
、
そ

れ
か
ら
後
六
十
九
年
も
長
寿
し
た
肉
弟
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
論
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

下
野
公
日
忍
は
日
弁
の
肉
弟
と
考
証
し
た
統
紀
は
こ
の
点
不
審
に
思
い
つ
つ
も
、
日
弁
の
佐
久
良
で
の
殉
教
死
を
知
ら
ず
、
雨
坪
の
弘

行
寺
で
遷
化
し
た
と
誤
伝
し
、
末
だ
世
寿
詳
か
に
せ
ず
と
所
伝
し
た
の
で
あ
る
。

継
図
に

「
聖
祖
に
値
い
奉
ざ
る
日
忍
也
」
と
あ
る
か
ら
、
既
に
四
百
年
前
に
長
福
寺
日
忍
と
日
弁
の
弟
子
日
忍
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
ヽ
か
く
し
て
後
世

一
層
混
乱
し
て
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
弁
の
直
弟
日
忍
の
動
向
と
教
線
の
伸

張
は
、
中
山
門
流
の
所
伝
で
極
め
て
明
白
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
長
福
寺
日
忍
に
つ
い
て
は
、
聖
祖
在
世
中
の
弟
子
な
の
か
、
又
滅

後
の
活
動
や
そ
の
門
流
も
全
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
故
に
下
野
公
日
忍
と
は
日
弁
の
弟
子
日
忍
の
こ
と
で
あ
り
、
中
老
に
数
え
ら
れ

た
の
も
そ
の
名
が
有
名
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
し
中
老
の
呼
び
名
が
、
聖
祖
直
弟
の
み
に
呼
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
下
野
公
日
忍
は
中
老
と
呼
称
す
る
尊
称
は
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、
高
橋
入
道
及
び
日
頂
之
の
関
係
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

・・　
　
　
　
　
・

高
橋
入
道
夫
妻
は
、
聖
祖
よ
り
妙
常
妙
諦
の
法
号
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
法
号
を
と
っ
て
聖
祖
六
十
才
の
賀
寿
を
記
念
し
て
、
日
弁
が
高

橋
入
道
の
屋
敷
に
蓮
寿
山
常
諦
寺
を
創
立
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
が
常
諦
寺
縁
起
で
、
同
寺
の
苦
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
現
住

一日

弁

聖

人

伝
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日
弁

聖

人

伝

泉
尭
漸
師
の
言
明
で
あ
る
。
統
紀
も
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
統
紀
を
踏
襲
す
る
と
き
は
、
統
紀
日
、
統
紀
詳
伝
と
必
ず
こ
と
わ
け

し
て
い
る
政
異
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

駿
州
本
市
場
常
諦
寺
山
号
蓮
寿
、
旧
記
日
、
弁
公
弘
安
四
年
二
月
創
二蓮
寿
山
常
諦
寺
於
駿
州
賀
島
一以
賀
二大
士
六
十
初
度
一っ

右
の
よ
う
に

「旧
記
日
」
と
あ
る
の
は
、
常
諦
寺
の
縁
起
を
さ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
に
か
く
統
紀
、
政
異
以
外
に
も
同
様
所
伝

が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

泉
師
は
又
日
弁
と
高
橋
入
道
と
の
関
係
と
し
て
、
他
に
類
例
の
な
い
系
図
を
、
推
敲
不
足
で
あ
る
が
と
前
言
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
て
み

よ

う

。

―
某
　
　
　
　
　
　
　
日
弁

某
―
―

―
女
―

高
橋
入
道
―
―

前
掲
の
日
吉
師
の
系
図
は
日
弁
と
日
妙
尼
を
兄
妹
と
し
、
泉
師
は
日
妙
と
叔
母
、
甥
の
関
係
と
の
疑
い
を
も

っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
立
場
や
あ
る
視
角
を
想
定
し
、
問
題
の
解
明
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
す
る
背
景
を
探
り
な
が
ら

論
を
進
め
て
み
た
い
。
日
妙
尼
が
文
永
九
年

（
一
二
七
〇
）
の
春
佐
渡

一
の
谷
の
聖
居
を
訪
ね
た
時
、
日
妙
尼
に
書
き
与
え
ら
れ
た
御
書

を
先
ず
手
が
か
り
と
し
た
い
。

日
本
第

一
の
法
華
経
の
行
者
の
女
人
な
り
。
故
に
名
を

一
ツ
つ
け
た
て
ま
つ
り
て
不
軽
菩
薩
の
義
に
な
ぞ
ら
へ
ん
日
妙
聖
人
等
云
々
。

義̈朝中‐‐‐［神̈前
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相
州
鎌
倉
よ
り
北
国
佐
渡
の
国
、
其
中
間

一
千
余
里
に
及
べ
り
。
山
海
は
る
か
に
へ
だ
て
山
は
峨
峨
海
は
涛
涛
。
風
雨
時
に
し
た
が
ふ

⑪

事
な
し
。
山
賊
海
賊
充
満
せ
り
。
す
く
す
く

（宿
々
）
と
ま
り
と
ま
り

（泊
々
）
民
の
心
虎
の
ご
と
し
犬
の
ご
と
し
。

日
妙
尼
は
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
や
社
会
情
勢
の
折
、
幼
女
乙
御
前
を
連
れ
て
鎌
倉
よ
り
は
る
ば
る
山
河
を
越
え
、
流
人
の
聖
祖
を
訪

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
求
道
の
強
さ
、
信
心
の
深
さ
に
驚
嘆
せ
ら
れ
る
が
最
も
古
い
信
徒
の
一
人
で
あ
れ
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
、
と
す

れ
ば
当
然
日
妙
の
家
族
や
親
戚
関
係
を
も
聖
祖
は
知

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
る
に
熱
原
法
難
以
後
、
聖
祖
が
中
山
富
木
常
忍
に

日
弁
の
庇
護
を
依
頼
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
富
木
殿
女
房
尼
御
前
御
書
に
よ
れ
ば
、
日
弁
と
日
妙
尼
と
は
全
く
知
見
の
な
い
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。
故
に
日
弁
と
日
妙
尼
と
の
兄
妹
説
は
否
定
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
同
時
に
泉
師
の
叔
母
、
甥
の
関
係
も
日
頂
の
こ
と

も
同
様
で
あ
る
。
然
し
こ
の
こ
と
は
日
妙
聖
人
と
法
号
を
賜

っ
た
婦
人
と
富
木
尼
が
同

一
人
と
見
て
の
上
の
こ
と
で
あ
る
。

富
木
尼
と
乙
御
前
の
母
日
妙
聖
人
に
就
い
て
、
政
異
は
次
の
よ
う
に
述
べ
別
人
と
し
て
い
る
。

賜
一一日
妙
■
一書

（
日
妙
聖
人
御
書
、　
乙
御
前
御
書
）
共
言
二
其
子

事
“而
無
レ
及
一一富
木

事
“又
閲
下
弘
安
二
年
賜
“一富
木
室
■
一書
上此

⑭

非
”一日
妙
一実
。

日
妙
尼
へ
の
賜
書
は
こ
の
他
年
代
不
明
の
身
延
か
ら
の
一
書

（明
治
三
十
五
年
判
明
）
乙
御
前
母
御
書
が
あ
り
、
孜
異
の
著
者
建
立
日

諦
が
こ
れ
を
知

っ
て
居
れ
ば
、
日
妙
に
賜
う
三
書
と
し

「無
レ
及
二富
木

事
こ

と
云
い
き

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
同

一
人
と
し
て
次
の
点
に
ふ
れ
て
み
よ
う
、
建
治
元
年
八
月
の
乙
御
前
御
消
息
に
よ
れ
ば

「
い
か
な
る
男
を
せ
さ
せ

（為
夫
）
給
フ

⑮

と
も
法
華
経
の
か
た
き
な
ら
ば
随
ひ
給
フ
ベ
か
ら
ず
」
と
あ
る
か
ら
こ
の
時
は
未
だ
寡
婦
で
あ
る
が
、
翌
月
の

「御
衣
並
単
衣
御
書
」
、

半
年
後
の

「富
木
尼
御
前
御
書
」
を
見
る
と
既
に
再
嫁
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
半
年
間
に
於
け
る
二
御
書
の
文
中
に
人
情
豊
か
な

聖
祖
の
二
人
の
良
縁
を
喜
ぶ
言
葉
の
見
え
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
か
か
る
こ
と
か
ら
別
人
と
す
る
方
が
妥
当
性
が
あ
る
。
富
木
尼

と
日
妙
尼
が
同

一
人
、
別
人
で
あ
ろ
う
が
日
弁
と
親
族
で
な
か

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
高
橋
入
道
と
の
有
無

日

弁

聖

人

伝

―
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自

弁

聖

人

伝

に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
何
故
な
ら
建
治
元
年
七
月
、
入
道
病
臥
の
折
聖
祖
よ
り
慰
め
と
激
励
の
御
書
が
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
そ
の

⑩

一追
白
に

「覚
乗
房
、
は
わ
き
房
に
、
度
々
よ
ま
せ
て
き
こ
じ
め
せ
き
こ
じ
め
せ
」
と
あ
り
、
日
興
は
こ
の
こ
と
で
し
ば
し
ば
高
橋
家
に
立
寄

り
、
聞
法
せ
じ
め
た
こ
と
は
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
「
こ
の
数
度
の
往
来
中
入
道
夫
妻
と
な
ん
ら
か
の
交
情
の
ち

つ
た
日
弁
と
日
興
と
の
出

合
い
が
想
像
せ
ら
れ
な
い
か
、
然
も
日
弁
は
日
興
に
よ

つ
て
改
衣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
宗
祖
に
直
参
し
た
年
代
が
、
同
入
道
御
書
と
同

じ
建
治
元
年
で
あ
り
、
そ
の
上
高
橋
入
道
夫
妻
の
法
号
を
寺
名
に
し
、
日
弁
が
開
山
と
な

つ
て
い
る
因
縁
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

尚
日
吉
師
の
日
弁
上
人
史
は
、
弘
安
四
年
父
の
神
四
郎
及
び
兄
弟
の
霊
を
弔
う
た
め
に
、
加
島
に
常
諦
寺
建
立
と
伝
え
て
い
る
の
は
、

次
の
史
料
に
基
づ
く
創
作
で
あ
ろ
う
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

国
重
　
賀
島

人
仕
喜
同
橋
一弁
忍
二
公
之
父
富
士
郡
信
者
之
魁
　
弘
安
中
為
レニ法

下
レ
獄
．被
¨
斬
戒
号
妙
諦
妻

号
二妙
常
『

五
、
洛

陽

生

誕

説

⑬

日
弁
は
少
納
言
信
成
の
孫
に
当
た
り
、
幼
名
を
寅
磨
と
称
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
家
門
を
飾
り
系
図
の
尊
さ
を
誇
る
日
本
人
の
習

性
で
あ
る
と
し
て
、　
一
概
に
無
視
も
出
来
な
い
面
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
い
ろ
ん
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
峰
の
古
文

書
を
挙
げ
て
み
よ
う
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

当
時
由
緒

下
之
総
州
香
取
郡
中
村
正
峰
山
妙
興
寺
者
高
祖
大
士
之
門
人
日
弁
聖
人
開
基
之
道
場
也
…
…
弁
師
洛
陽
之
産
未
詳
氏
姓
旧
記
日
四
条
院

朝
少
納
言
某
嫡
孫
也
…
…
旧
記

亦
今

亡

夫
　
是

故
未
レ
詳
二
当
寺

来
歴
一、
但
任
二
反
故
所
録
一或
依
二
村
老

□
碑
一
馴
記
二
梗
概
一而
己

元
禄
八
年
乙
亥
六
月
　
日

応
二
千
水
戸
黄
門
光
国
公
索
一卒
商
書
レ
之
　
　
　
・
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日
是
判

芳
翰
辱
弥
御
堅
固
之
旨
大
慶
此
事
に
候
…
■
…

一
其
寺
縁
起

一
段
殊
勝
存
候
、
此
元
に
御
座
候
弁
師
之
次
第
と
少
も
相
違
無
レ
之
候
故
、

⑩

早
速
昨
晩
御
近
習
三
木
幾
右
衛
門
殿
迄
頼
上
候
・

日
耀
判

六
月
十
二
日

日
是
師
御
報

神
四
郎
を
父
と
す
る
統
紀
は

一
七
三

一
年
に
脱
稿
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
二
十
六
年
前
の
一
六
九
五
年
の
記
録
で
あ
る
だ
け

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　

　̈
　
・
¨
　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

水
戸
檀
林
は
三
昧
堂
檀
林
と
い
い
、
元
禄
六
年
豪
華
な
晰
檀
林
が
落
成
し
い
こ
の
年
の
秋
勝
光
増
耀
が
講
主
と
し
て
招
か
れ
て
か
ら
、

全
国
の
学
僧
、
高
僧
の
出
入
が

一
層
激
し
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
隠
居
し
た
光
国
も
元
禄
八
年

一
月
に
は
、
中
山
、
中
村
、
飯
高
へ
参
詣

し
て
い
る
ば
か
り
で
な
ち
、
光
国
は
主
な
る
門
下
寺
院
の
縁
起
調
査
を
命
じ
て
い
た
ら
し
い
。
　
　
　
　
一

即
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・　
　
　
　
　
　
・　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
②

一
中
山
上
人
よ
り
飛
脚
来
る
。
日
厳
よ
り
の
書
並
浄
光
院
旧
逮
よ
り
状
‘
せ
し
正
‐中
山
記
あ
・ら
ま
し
書
付
て
こ
ｔ
給
ひ
ぬ

中
山
の
縁
起
は
二
月
二
十
四
日
に
、
峰
の
縁
起
は
伺
年
六
月
上
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
届
け
ら
れ
て
い
る
。
右
に
掲
げ
た
当
寺
油
緒
は
光
掴
か

ら
峰
妙
興
寺
の
当
住
日
是
に
対
し
て
峰
の
縁
起
が
尋
ね
ら
れ
た
の
に
つ
い
て
、
中
山
の
輪
番
四
十
世
、
京
都
妙
顕
寺
二
十
世
を
勤
め
た
当

時
水
戸
檀
林
の
講
主
を
し
て
い
た
勝
光
日
耀
を
通
じ
て
提
出
し
‐た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「此
元
に
御
座
候
弁
師
之
次
第
と
少
も

相
違
無
之
候
故
」
と
日
耀
よ
り
日
是
に
仮
信
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
洛
陽
の
出
身
、
少
納
言
某
嫡
孫
説
は
他
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

一日

弁

聖

人

伝
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日

弁

聖

人

伝

又
鷲
山
寺
の
筆
頭
末
寺
で
あ
る
上
行
寺
に
重
視
す
べ
き
異
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

一
項
で
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
日
吉
師
の

「
日
弁
上
人
史
」
に
よ
れ
ば
、
日
弁
が
京
都
に
出
張
し
、
中
納
言
重
教
を
教
化
し
た
と
述
べ
、
そ
の
子
が
入
弟
し
て
少
納
言
日
源
と
名
乗

し
た
と
い
う
、
同
じ
鷲
栖
門
流
の
近
末
寺
院
住
職
が
、　
一
方
は
桜
町
中
納
言
を
父
と
し
、　
一
方
で
は
信
徒
で
あ
る
と
所
伝
し
て
い
る
。
尚

前
掲
の
如
く
小
田
原
千
代
に
て
出
生
と
し
て
い
る
の
は
、
上
行
寺
文
書
而
己
の
よ
う
で
あ
る
。

日
吉
師
の
説
に
よ
れ
ば
、
日
弁
は
上
洛
し
布
教
活
動
を
行

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
文
献
に
よ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
日
親
の

伝
燈
抄
に
よ
れ
ば

「
日
弁
は
上
総
鷲
栖
開
山
也
、
京
都
青
柳
厨
子
者
鷲
栖
門
徒
也
（〕
と
述
べ
、
真
如
日
住
の
説
で
は
、
日
像
の
あ
と
に
つ

づ
い
て
京
都
に
入

っ
た
の
は
天
目
門
徒
で
青
柳
の
つ
じ
に
一
寺
を
開
ら
い
て
本
門
寺
と
い
っ
た
と
い
っ
て
い
る
た
。
日
弁
の
弟
子
日
寿
の

創
立
し
た
現
亀
岡
市
の
本
門
寺
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
に
も
ま
た
鷲
栖
門
徒
の
入
洛
説
も
あ
る
が
、
日
弁
が
帝
都
布
教
に
入
洛
し
た
の
で
な

く
、
日
親
の
語
る
鷲
栖
門
徒
亦
は
日
寿
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
中
納
言
重
教
を
教
化
し
、
そ
の
子
少
納
言
日
源
入
弟
説
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

御
書
略
註
に
よ
れ
ば
、
日
源
少
納
言
は
曽
谷
法
蓮
の
子
息
で
、
鷲
栖
三
世
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
血
縁
関
係
を
図
に
示
し
て

み
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

父
）
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（宗
全
史
伝
旧
記
部

一
Ｐ
三
〇
六
～

一
二
）

右
の
系
図
か
ら
推
測
す
れ
ば
日
源
は
内
房
の
出
身
で
あ
る
か
ら

″熱
原
法
難
後
下
総
に
退
避
し
た
日
弁
が
再
び
こ
の
周
辺
に
帰
え
り
、

布
教
活
動
を
行

っ
た
折
日
源
が
入
門
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
亦
日
源
が
桜
町
中
納
言
の
猶
子
と
な

っ
た
後
も
内
房
に
居
住
し
て
い
た
も

の
だ
ろ
う
か
、
角
度
を
か
え
て
更
に
論
じ
て
み
よ
う
。

六
、
真

実

と

仮

説

身
延
に
退
隠
し
た
聖
祖
は
、
仮
り
ず
ま
い
の
庵
室
に
て
日
々
静
か
な
誦
経
三
昧
の
生
活
に
入
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
草
庵
へ
の

出
入
は
年
と
共
に
多
く
な
り
、
日
に
よ

っ
て
四
十
人
、
六
十
人
と
訪
間
滞
在
者
の
あ

っ
た
こ
と
は
弘
安
元
年
の

「兵
衛
志
殿
御
返
事
」
に

見
え
る
。
そ
れ
か
ら
九
ケ
月
後
の

「曽
谷
殿
御
返
事
」
に
よ
れ
ば

一
百
余
人
も
学
生
た
ち
に
増
加
し
、
つ
い
に
弘
安
四
年
の
十

一
月
に
は

子
弟
育
成
の
道
場
が
建
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
人
の
出
入
増
を
予
想
さ
れ
た
日
弁
は
、
内
房
女
房
に
食
器
類
の
寄
進
を
申
し
出
た
の
で
あ
ろ
う
、
女
房
は
欣
ん
で
こ
れ
に
応

じ
た
の
で
、
こ
の
旨
聖
祖
に
報
告
し
そ
の
返
事
と
思
わ
れ
る
御
書
を
左
記
に
掲
示
し
て
み
よ
う
。

内
記
左
近
入
道
殿
御
返
事

追
申
。
御
器
の
事
は
越
後
公
御
房
申
候
べ
し
。
御
心
ざ
し
の
ふ
か
き
由
、
内
房
へ
申
せ
給
候
。
春
の
始
の
御
悦
、
自
他
申
籠
候
了
。

抑
去
年
の
来
臨
は
曇
華
の
如
し
。
将
又
夢
欺
。
疑
い
ま
だ
晴
ず
候
処
に
、
今
年
の
始
深
山
の
栖
雪
中
の
室
え
、
経
二於
多
国
一御
使
、

山
路
ふ
み
わ
け
ら
れ
て
候
に
こ
そ
、
去
年
の
事
は
ま
こ
と
な
り
け
る
や
ノ
ヽ
と
お
ど
ろ
き
覚
へ
候
へ
。
他
行
之
子
細
、
越
後
公
御
房

の
御
ふ
み
に
申
候
欺
。
恐
々
謹
言

正
月
十
四
日

日
弁

聖

人

伝
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日

弁

聖
一人

伝

日
蓮
花
押

内
記
左
近
入
道
殿
　
御
返
事
　
　
　
（定
本
遺
文
　
Ｐ

一
九
〇
七
）

右
の
内
房
と
は
富
士
川
西
岸
の
地
名
、
内
房
に
住
ん
で
い
る
人
を
尊
称
し
て
呼
ん
だ
も
の
と
す
れ
ば
、
内
房
女
房
の
こ
と

で
あ

ろ̈

う

か
、
ま
た
内
記
と
は
辞
典
で
見
る
と
、
中
務
省
に
属
し
詔
勅
、
宣
命
の
起
草
、
叙
位
の
辞
令
記
録
を
司
る
職
と
あ
る
、
故
に
相
．当
文
才
の

あ
る
者
を
選
任
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
「柳
も
去
年
の
来
臨
は
曇
華
の
如
し
…
…
越
後
公
御
房
の
御
ふ
み
に
申
候
」
と
の
書
信
か
ら

内

記

左
近
は
数
年
前
に
檀
越
と
な
り
、
日
弁
と
は
深
い
交
流
と
最
も
近
い
場
所
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
尚
御
書
略
註
の
前
系

図
に
よ
れ
ば
、
日
弁
の
弟
子
日
源
と
内
房
女
房
と
は
義
姉
弟
の
関
係
と
な
る
。
従

っ
て
日
弁
と
内
記
左
近
、
内
房
女
房
、
日
源
と
の
深
い

交
情
が
推
量
さ
れ
、
真
実
と
伝
説
が
入
り
み
だ
れ
、
仮
説
が
巧
み
に
生
か
さ
れ
た
日
弁
俗
姓
の
背
景
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

内
記
左
近
が
中
務
省
の
被
官
で
あ

っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
藤
原
信
成
の
孫
と
す
る
峰
の
古
文
書
や
桜
町
中
納
言
の
子
と
も
所
伝
す
る
上

行
寺
文
書
が
、
あ
な
が
ち
作
り
あ
げ
た‥
虚
講
ば
か
り
で
む
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

峰
妙
興
寺
の
当
寺
由
緒
に
、
「奥
に
檀
越
内
記
と
い
ふ
者
あ
り
師
を
助
け
て
上
総
国
鷲
巣
に
到
る
。

一
字
を
建
立
し
て

一
乗
の
道
場

と

為
し
、
長
国
山
鷲
山
寺
是
也
」
と
あ
り
、
こ
の
檀
越
内
記
が
、
御
書
の
対
告
衆
内
記
左
近
入
道
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
こ
ろ
が
驚
山
寺
の

縁
起
に
よ
れ
ば
い
当
地
の
城
主
小
早
川
内
記
左
近
将
監
が
そ
の
屋
敷
を
喜
捨
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

昭
和
四
十

一
年
の
茂
原
市
史
も
、
小
早
川
内
記
が
ど
の
程
度
の
豪
族
で
あ

っ
た
か
、
そ
の
人
物
も
全
く
不
明
で
あ
る
と
い
い
、
子
孫
も

九
十
九
里
町
真
亀
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
調
査
し
て
み
た
が
何
も
史
料
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

当
時
の
有
力
者
は
方
々
に
土
地
が
あ
り
、
駿
河
居
住
の
内
記
が
茂
原
に
領
地
を
も

っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
故
に
鷲
山
寺
縁
起

よ
り
も
峰
の
由
緒
を
と
り
た
い
。
こ
れ
は

一
五
二
五
年
よ
り

一
九
五
四
年
の
四
百
年
間
に
四
度
火
災
に
逢
い
史
料
も
焼
失
し
た
鷲
山
寺
の

縁
起
よ
り
、
峰
の
古
文
書
が
価
値
が
高
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
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次
に
鷲
山
寺
二
世
目
源
少
納
言
と
義
姉
弟
と
い
わ
れ
る
内
房
女
房
は
、
駿
河
国
庵
原
郡
内
房
の
人
で
、
父
の
百
力
日
忌
に
布
施
料
十
貫

文
奉

っ
た
こ
と
は
、
「内
房
女
房
御
返
事
」
に
見
え
る
。

弘
安
年
代
の
貨
幣
価
値
を
量
る
も
の
と
し
て
、
貴
重
な
史
料
は

「上
野
殿
御
返
事
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

「七
月
な
ん
ぜ

④

は
じ
ほ

（塩
）

一
升
を
ぜ
に
百
、
し
は
五
合
を
麦

一
斗

‥―こ
か
へ
候
」
と
あ
る
。

七
月
に
は
と
こ
と
わ
り
が
あ
る
か
ら
、
当
時
も
物
価
の
変
動
が
あ

っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
且
つ
共
通
の
貨
幣
価
値
で
は
な
く
、
山
中
山

梨
で
の
銭

一
貫
文
で
塩

一
斗
の
値
段
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

銭
が

一
枚

一
文
で
、　
一
文
が
単
位
と
な
り
千
文
を

一
貫
と
し
、　
一
貫
文
の
値
は
金

一
両
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
室
町
の
末
期
か
ら
で
あ

る
と
い
う
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
一
貫
は

一
両
の
四
分
の
一
と
計
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
十
貫
文
の
布
施
を
奉

っ
た
内
房
女
房
は
、
相
当
身
分
が
あ
り
豊
か
な
生
活
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
御
　
・
遺
文

④

講
義
に
よ
れ
ば
Ｌ
女
房
が
願
文
に
自
ら

〓．女
弟
子
大
中
臣
氏
敬
白
』
と
署
し
て
い
る
の
に
徴
す
る
と
神
祇
に
関
係
し
た
人
」
で
は
な
い
力、

と
述
べ
て
い
る
が
、
神
祇
関
係
の
人
と
す
れ
ば
女
房
と
交
親
の
あ

っ
た
内
記
左
近
は
、
武
士
で
な
く
需
者
と
し
て
や
は
り
中
務
省
に
属
し
．一

た
こ
と
の
あ
る
人
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

日
弁
の
俗
姓
は
既
に
述
べ
た
如
く
神
四
郎
の
子
、
藤
原
信
成
の
孫
、
洛
陽
の
産
、
桜
町
中
納
言
の
子
と
す
る
四
説
が
あ
る
が
、
今
尚
鷲

栖
門
流
而
己
に
口
伝
さ
れ
て
い
る
桜
町
中
納
言
に
関
係
せ
る
も
の
を
付
加
ｔ
て
み
よ
う
。

日
弁
又
は
日
弁
の
弟
子
蓮
秀

（
日
寿
）
の
教
化
に
よ

っ
て
入
信
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
桜
町
中
納
言
の
家
臣
四
名
が
、
弟
子
の
日
源
、

蓮
秀
、
弁
秀
と

一
緒
に
日
弁
常
奥
弘
通
の
際
随
伴

ヽ
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
子
孫
が
日
弁
の
墓
所
で
あ
る
赤
浜
周
辺
に
居
住
し
、
現
今
尚

繁
栄
し
て
い
る
の
は
伝
承
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
日
弁
が
七
名
と
い
う
集
団
で
折
伏
伝
道
の
途
に
つ
い
た
の

で
あ

ろ

う

か
、
赤
浜
周
辺
に
上
着
し
た
四
名
の
家
臣
と
は
次
の
人
々
で
あ
る
。

日

弁

聖

人

伝

「
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日

弁

聖

人

伝

/＼
石 大 村 雨

費密 山宮
質讐 丹 若

715や 竿

教 教  教  教
春 宗 常 清

墓  JI 』 ゝ  JI

意 費 姦 萩 姦 姦
部 庫 市 市 市 市
長  長
清 胤 関 赤 関 中

南 浜 南 郷
弁 蓮 町 町 町 町
秀  秀

岩 大 亀
沼

井 田 岡

右
伝
承
の
証
と
な
る
も
の
と
し
て
、
改
異
の
説
を
述
べ
て
み
よ
う
。

往
二
奥
州
伊
具
郡
桜
村
一張
二
皇
ス折
伏
′之
化
↓　
闘
提
輩
悪
而
害
ス之
、
年
七
十
二
、
実

二応
長
元
年
六
月
二
十
六
日
也
…
…
従
者
且
レ
送
ニ

尺

於
鷲
巣
一路
宿
二
赤
浜
一及
レ
発

膠
〓
地

．不
レ
可
レ
転
因

葬
二
千
此
一

殉
教
死
せ
ら
れ
た
日
弁
の
遺
骸
は
、
従
者
に
担
わ
れ
て
鷲
巣
へ
と
向
う
途
中
赤
浜
に
宿
し
、
出
発
に
際
し
柩
は
地
に
膠
着
し
た
如
く
動

か
ず
。
遂
に
こ
の
地
で
荼
毘
に
ふ
し
埋
葬
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

致
異
の
著
者
建
立
日
諦
は
常
州
沙
門
と
あ
る
か
ら
水
戸
の
人
で
あ
り
、
確
か
な
史
料
に
基
づ
く
も
の
と
思
は
れ
る
。
奥
州
に
随
行
し
た

人
々
は
悲
嘆
追
慕
の
情
押
さ
え
難
く
、
こ
の
地
に
土
着
し
た
と
い
う
の
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

扱
て
日
弁
の
直
弟
子
日
忍
が
鷲
栖
三
世
を
継
承
し
て
い
る
が
、
鷲
栖
二
世
日
源
の
も
と
か
ら
去
る
に
当
り
内
房
女
房
や
日
源
の
甥
で
あ

る
、
中
山
祐
師
の
下
に
参
じ
峰
の
妙
興
寺
を
創
立
し
、
以
後
各
地
域
に
寺
院
を
建
立
し
、
す
べ
て
日
弁
を
開
山
と
仰
い
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
弘
教
活
動
か
ら
、
こ
れ
は
聖
祖
在
世
中
の
亦
は
聖
滅
直
後
の
活
躍
と
見
倣
さ
れ
、
中
老
に
列
し
た
り
、
日
弁
の
俗
弟
説
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
弁
の
俗
姓
は
各
説
と
も
確
か
な
も
の
と
な
り
得
な
い
、
虚
飾
に
よ
り
真
実
が
歪
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

嚇制姜）

妙
勝
寺
）
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日
弁
の
素
姓
は
百
姓
で
あ
ろ
う
が
、
貴
族
の
出
で
あ
ろ
う
が
、
人
格
価
値
が
な
ん
ら
か
わ
る
も
の
で
な
い
の
に
、
異
説
が
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
は
日
弁
及
び
鷲
栖
門
流
が
勝
れ
た
業
績
を
残
し
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

付
　
記

一
谷
入
道
御
書
の
真
蹟
の
中
、
七
紙

一
軸
が
鷲
山
寺
に
在
り
、
同
御
書
の
一
紙
が
内
房
の
本
成
寺
に
格
護
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
深
い

縁
由
に
よ
る
も
の
か
、

註
①
　
別
頭
統
紀

③
　
年
譜
致
異

③
　
宗
全
史
伝
旧
記
部

一

④
　
日
蓮
宗
史
要

⑤
　
大
崎
学
報

一
二
〇
号

⑥
　
別
頭
統
紀

⑦
　
滲ボ
全
史
伝
旧
記
部

一

③
　
由不
全
興
尊
集

⑨
　
ウ不
全
史
伝
旧
記
部

一

⑩
　
宗
会
史
伝
旧
記
部

一

⑪
　
宗
全
史
伝
旧
記
部

一

⑫
　
年
譜
致
異

⑬

定
本
遺
文

〇
　
年
譜
致
異

日

弁

聖

人

伝

二
五
五

一
八
〇

三
〇
五

一
三
七
九
四

二
五
二

一
エハ
一
一

一　
一
エハ

一
エハ
〓
一

一
エハ
一

一
ユハ
一
一

一
八
〇

六
四
七

一
〇
七

////////////″ ////////″ //P
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日

弁

聖

人

伝

⑮
　
定
本
遺
文

⑩
　
宿
刷
遺
文

〇
　
年
譜
致
異

⑬
　
湯ボ
全
史
伝
旧
記
部
五

⑩
　
と不
全
史
伝
旧
記
部
五

④
　
日
乗
上
人
日
記

④
　
日
乗
上
人
日
記

②
　
らホ
全
史
伝
旧
記
部

一

〇
　
ウ不
全
史
伝
旧
記
部

一

②
　
】ホ
全
史
伝
旧
記
部
五

④
　
定
本
遺
文

④
　
檀
越
篇
三

〇
　
年
譜
致
異

ク
一
、　
一
〇
〇

″
一
、
二
八
六

ク
　
　
一
四
八

″
　
　
一
五
〇

″
一
四
七
２
八

ク
　
　
　
一二
十
笠
ハ

ク
　
　
四

一
一

ク
　
　
　
　
エハ
∩
）

ク
　

　

九
四

ク
　
　
一
四
七

ク
一
、
五
七
二

ク
　
　
二
七
七

″
　
　
一
八

一
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